
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
小
学
生

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会
を
、
さ
ら
に

盛
り
上
げ
、
ま
ち
お
こ
し
に
つ
な

げ
よ
う
。
名
付
け
て
、
京
田
辺
版

ト
モ
ダ
チ
作
戦
の
展
開
。
そ
の
た

め
に
新
聞
全
国
紙
と
の
タ
イ
ア
ッ

プ
、
特
産
品
で
の

お
・
も
・
て

・
な
・
し

、
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ

ア
ー
、
選
手
の
立
場
に
た
っ
た
運

営
改
善
を
提
言
す
る
。
特
に
、
東

日
本
大
震
災
復
興
支
援
と
い
う
冠

が
あ
る
が
、
東
北
チ
ー
ム
の
参
加

が
な
い
こ
と
は
寂
し
い
。
全
国
的

な
広
が
り
を
持
た
せ
る
に
は
、
マ

ス
コ
ミ
の
活
用
は
必
須
で
あ
る
。

教
育
部
長

中
学
校
で
は
地
方

紙
と
全
国
紙
と
の
複
数
後
援
が
実

現
し
た
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
。

全
国
紙
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
は
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
協
会
と
協
議
す
る
。
現

在
、

都
道
府
県
、

チ
ー
ム
の

参
加
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
全
国
に

発
信
で
き
る
大
会
に
な
る
よ
う
関

係
部
署
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

市
長

義
務
教
育
の
中
で
の
大

会
で
は
あ
る
が
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

の
聖
地
と
し
て
看
板
倒
れ
に
な
ら

ぬ
よ
う
、
市
を
挙
げ
て
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
。

【
８
月
】

１
日

広
報
編
集
特
別
委
員
会

６
日

公
明
党
会
派
研
修
（

８
日
）

８
日

静
岡
県
藤
枝
市
議
会
行
政
視
察
来
庁

日

議
会
改
革
特
別
委
員
会
（

日
）

日

文
教
福
祉
常
任
委
員
協
議
会

日

議
会
運
営
委
員
会
（

日
）

日

市
町
村
議
会
広
報
研
修
会

【
９
月
】

３
日

第
３
回
定
例
会

議
案
上
程

６
日

第
３
回
定
例
会

一
般
質
問

９
日

第
３
回
定
例
会

一
般
質
問

日

第
３
回
定
例
会

一
般
質
問

日

議
会
改
革
特
別
委
員
会
（

日
）

日

建
設
経
済
常
任
委
員
会
・
協
議
会

日

総
務
常
任
委
員
会
・
協
議
会

日

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

日

議
会
運
営
委
員
会
（

日
）

日

第
３
回
定
例
会

議
案
採
決

広
報
編
集
特
別
委
員
会

【

月
】

２
日

建
設
経
済
常
任
委
員
協
議
会

３
日

福
岡
県
筑
紫
野
市
議
会
行
政
視
察
来
庁

４
日

決
算
特
別
委
員
会

（

日
、

日
、

日
、

日
、

日
）

８
日

議
会
改
革
特
別
委
員
会
管
外
研
修
（

９
日
）

日

広
報
編
集
特
別
委
員
会
（

日
、

日
）

日

北
海
道
網
走
市
議
会
行
政
視
察
来
庁

日

草
内
小
学
校
議
場
見
学

日

近
畿
市
議
会
議
長
会

日

議
会
改
革
特
別
委
員
会

長
崎
県
諫
早
市
議
会
行
政
視
察
来
庁

日

京
都
府
市
議
会
議
長
会

（
以
上
主
な
も
の
）

長
寿
社
会
の

ま
ち
づ
く
り
に
向

け
て
医
師
会
と
の

連
携
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の

活
用
、
い
き
が
い

就
労
支
援
の
現
状

と
今
後
の
展
開
は
。

健
康
福
祉
部
長

在
宅
医
療
な
ど

個
々
の
ケ
ー
ス
や

事
業
で
医
師
会
と

の
連
携
は
不
可
欠

で
あ
り
、
さ
ら
に

深
化
を
図
る
。
３

カ
所
目
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
を
平
成

年
４
月
に
宝
生
苑
で

開
所
す
る
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
、
新
会
員
確
保
、
会
員

高
齢
化
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
協

議
を
重
ね
る
。

市
の
関
係
す
る
団
体
の
役
割
、

担
当
部
署
、
補
助
金
の
有
無
な
ど

市
民
目
線
に
立
っ
た
総
一
覧
表
の

作
成
、
公
開
を
望
む
。

市
民
部
長

市
民
活
動
を
促
進

す
る
た
め
、
市
民
活
動
情
報
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に

開
設
し
て
い
る
。
事
務
所
の
所
在

地
、
会
員
数
、
活
動
内
容
を
示
し

て
い
る
。

都道府県から チームが参加した
全国小学生ハンドボール大会

学
童
保
育
は
６
年
生
ま
で
受

け
入
れ
を
。
昨
年
、

児
童
福
祉

法
の
改
正

に
よ
り
、
対
象
児
童

は
、
小
学
校
に
就
学
し
て
い
る
児

童
と
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

本
市
も
６
年
生
ま
で
受
け
入
れ
で

き
る
よ
う
に
実
施
す
べ
き
。
ま
た
、

指
導
員
の
待
遇
改
善
と
桃
園
小
学

校
の
一
部
屋
に
多
人
数
の
受
入
れ

解
消
と
ト
イ
レ
の
増
設
を
。

教
育
部
長

法
律
の
改
正
に
よ

り
、
６
年
生
ま
で
受
け
入
れ
が
で

き
る
よ
う
、
需
給
計
画
を
示
す
た

め
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。
設
備

改
善
に
つ
い
て
は
、
国
の
基
準
づ

く
り
を
見
て
検
討

す
る
。軽

度
・
中
等

度
の
難
聴
児
へ
補

聴
器
購
入
費
の
補

助
を
。
子
ど
も
の

発
育
に
と
っ
て
、

言
語
の
獲
得
が
大

事
で
あ
る
。
身
体

障
害
者
手
帳
は
、

両
耳

デ
シ
ベ
ル

以
上
で
な
け
れ
ば
、

受
け
ら
れ
な
い
。

万
円
に
も
な

る
購
入
費
用
は
、
全
額
自
己
負
担

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
全
国
で

歳
ま
で
の
補
聴
器
購
入
の
助
成
制

度
が
広
が
っ
て
い
る
。
精
華
町
や

木
津
川
市
で
も
行
わ
れ
た
。
ぜ
ひ
、

本
市
も
実
施
す
べ
き
。

健
康
福
祉
部
長

他
市
の
助
成

制
度
の
内
容
も
調
査
し
、
参
考
に

し
て
、
検
討
し
た
い
。

難
聴
者
に
と
っ
て
、
補
聴
器

を
使
用
し
て
も
あ
ら
ゆ
る
音
が
聞

こ
え
、
聞
き
分
け
が
困
難
で
あ
る
。

こ
の
限
界
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
、

磁
気
ル
ー
プ
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
が
、

ぜ
ひ
活
用
す
べ
き
。

健
康
福
祉
部
長

場
所
に
よ
っ

て
、
聞
こ
え
の
程
度
に
差
が
あ
る

た
め
、
活
用
は
考
え
て
い
な
い
。

学
校
図
書
館
に
専
任
の
司
書

が
配
置
さ
れ
、
大
変
喜
ば
れ
て
い

る
。
教
育
効
果
を
発
揮
す
る
た
め

に
、
３
校
に
１
人
で
な
く
全
学
校

に
１
人
の
司
書
配
置
を
す
べ
き
。

教
育
部
長

当
面
は
、
現
在
の

体
制
で
進
め
た
い
。

視
覚
障
が
い
者
の
外
出
を
保

障
す
る
た
め
に
、
大
住
ケ
丘
交
差

点
に
、
音
響
式
信
号
機
設
置
を
。

建
設
部
長

自
治
会
か
ら
も
要

望
が
出
て
い
る
。
必
要
性
は
認
識

し
て
い
る
。
府
に
要
望
す
る
。

授業が終わり宿題をする児童
（桃園小学校学童保育）

本
市
の
中
心
市
街
地
を
流
れ
、

上
流
域
で
住
宅
開
発
が
進
み
河
川

へ
の
流
量
が
非
常

に
増
え
て
い
る
天

津
神
川
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
流
域

に
居
住
さ
れ
て
い

る
多
く
の
市
民
の

安
全
・
安
心
を
確

保
す
る
た
め
に
再

三
、
整
備
、
改
修

の
要
望
を
行
っ
て

き
た
。
平
成

年

夏
の
京
都
府
南
部

豪
雨
に
よ
る
宇
治
市
で
の
天
井
川

の
決
壊
を
受
け
て
、
府
で
は
天
津

天津神川水路橋を監視する防災カメラ

神
川
を
早
急
に
整
備
す
る
河
川
に

指
定
さ
れ
た
が
、
現
在
、
府
と
本

市
で
整
備
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
協
議
を
さ
れ
て
い
る
の
か
。
災

害
を
心
配
さ
れ
て
い
る
流
域
に
居

住
さ
れ
て
い
る
市
民
に
理
解
と
納

得
の
で
き
る
説
明
を
求
め
る
。

建
設
部
長

年
に
発
生
し
た

京
都
府
南
部
豪
雨
を
受
け
、
府
で

は
直
ち
に
天
井
川
の
総
点
検
を
行

い
、
そ
の
結
果
損
傷
が
見
ら
れ
た

河
床
、
護
岸
の
緊
急
補
修
や
水
位

計
、
河
川
防
災
カ
メ
ラ
が
設
置
さ

れ
た
。

年
度
は
天
井
川
区
間
の

施
設
補
強
の
た
め
の
調
査
及
び
府

道
八
幡
・
木
津
線
を
横
断
す
る
水

路
橋
の
耐
震
補
強
、
水
路
断
面
の

改
良
に
係
る
詳
細
な
設
計
を
行
う

と
聞
い
て
い
る
。

高
齢
化
率
も
高
く
普
賢
寺
小

学
校
の
対
策
も
含
め
て
早
急
な
対

策
を
求
め
ら
れ
て
い
る
普
賢
寺
地

域
の
振
興
方
策
に
つ
い
て
、
再
三

要
望
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
後
こ

の
地
域
の
振
興
方
策
に
つ
い
て
関

係
者
と
ど
の
よ
う
な
協
議
を
行
っ

て
き
た
の
か
。
ま
た
、
市
と
し
て

ど
の
よ
う
な
計
画
を
さ
れ
て
い
る

の
か
。

副
市
長

普
賢
寺
地
域
は
農
業

だ
け
で
は
な
い
が
農
業
を
非
常
に

重
要
な
柱
と
し
て
振
興
策
を
講
じ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
具
体
的
に

地
域
の
方
々
と
話
し
合
い
を
始
め

た
段
階
で
あ
る
。

経
済
環
境
部
長

年
度
か
ら

普
賢
寺
で
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
事
業

な
ど
多
く
の
市
民
と
の
交
流
の
機

会
拡
大
の
取
り
組
み
を
始
め
た
。

地
域
の
方
々
で
構
成
さ
れ
て
い
る

団
体
や
農
業
委
員
会
、

、
大

学
等
関
係
団
体
と
地
域
の
活
性
化

に
向
け
て
協
議
を
進
め
て
い
る
。

問 学童保育

答 需要計画

水 野 恭 子 議員（共産党）

問 学童保育

答 需要計画

水 野 恭 子 議員（共産党）

問

答

問
答

鈴
木
康
夫

議
員
（
一
新
会
）

問
答

鈴
木
康
夫

議
員
（
一
新
会
）

問
答

問
答

小
林
喜
代
司

議
員
（
自
民
・
新
栄
会
）

問
答

小
林
喜
代
司

議
員
（
自
民
・
新
栄
会
）

問
答

年（平成 年） 月 日


